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項 目
Ｒ１年度
基準値

Ｒ３年度
実績

Ｒ４年度
実績

Ｒ５年度
実績

Ｒ６年度
実績

Ｒ６年度
目標

Ｒ７年度
目標

温室効果ガス排出量
(t-CO2)

396,547
▲1.8％

(389,434)
▲10.3％
(355,856)

▲12.6％
(346,694)

▲11.4％
(351,319)

▲17.1％ ▲20.5％

ご み の 排 出 量 ( t ) 5,036
▲4.8％
(4,795)

▲1.3％
(4,971)

▲6.0％
(4,733)

▲6.1％
(4,727)

▲4.1％ ▲ 5.0％

啓発物品の
脱プラスチック量

ー 55.7% 63.6% 83.4% 89.1%
概ね1/3

（概ね33%）
概ね1/3

（概ね33%）

コピー用紙使用量
[A4換算](千枚)

429,316
＋2.8％

(441,503)
＋3.1％

(442,648)
＋0.1％

(429,708)
▲4.2％

(411,183)
▲8.3％ ▲10.0％

水 使 用 量 ( t / 百
m 2 )

12.11
▲7.7％
(11.18)

▲1.2％
(11.97)

▲8.5％
(11.08)

＋3.2％
(12.50)

±0％ ±0％

令和６年度 取組結果

※比率は、基準値（R１年度）との比較※コピー用紙使用量：別途「新しい働き方推進プラン」において、目標値（R４年度比でR9年度に▲３０％）を設定・進捗管理

〇 温室効果ガス排出量は減少しているものの、目標未達成であり、近年は横ばいで推移
特に、約７割を占める電力に伴う排出量の削減に向けた取組を強化する必要がある

○ ごみの排出量については、年度目標を達成
本庁では、庁舎建て替えに伴う文書整理や不要物品の廃棄を進めており、近年は増加傾向で、今後も継続する見込み

〇 コピー用紙使用量については、ペーパーレスアクション（意思決定・会議等のペーパーレス原則化）の浸透により、本庁では大幅削減を

達成した一方、逆に増加している所属もあり、全体として微減にとどまる

〇水使用量については、年度目標未達成だが、例年H26(12.84t / 百 m 2 )以降、微減・微増を繰り返しながらほぼ横ばい
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